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わ
が
国
最
初
期
の
コ
ク
ト
オ
受
容
と
堀
辰
雄
―
―
そ
の
独
自
の
コ
ク
ト
オ
観
―
―
一
　
は
じ
め
に
堀
辰
雄
と
ジ
ャ
ン
　
コ
ク
ト
オ
の
関
わ
り
は
深
い
。
コ
ク
ト
オ
愛
読
者
を
大
量
に
生
ん
だ
、
堀
口
大
學
『月
下
の
一
群
』
（大
十
四
　
九
、
第
一
書
一房
）
よ
り
も
早
く
、
堀
は
『明
星
』
掲
載
の
堀
口
大
學
訳
の
コ
ク
ト
オ
詩
を
読
み
、
原
書
に
ま
で
手
を
広
げ
て
い
る
（「
コ
ク
ト
オ
と
僕
」
昭
七
　
五
上
一十
人
ヽ
二
十
九
『都
新
聞
Ｌ
。
わ
が
国
に
お
け
る
、
最
も
早
い
コ
ク
ト
オ
読
者
の
一
人
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
堀
辰
雄
は
単
な
る
コ
ク
ト
オ
の
一
読
者
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
翻
訳
や
紹
介
を
も
盛
ん
に
手
が
け
て
い
く
ｃ
堀
口
大
學
の
存
在
が
大
き
い
た
め
か
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
堀
に
よ
る
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
や
紹
介
が
、
同
時
代
の
コ
ク
ト
オ
読
者
に
与
え
た
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
堀
辰
雄
に
限
ら
ず
、
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
や
紹
介
を
試
み
る
者
は
当
時
数
多
く
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
同
時
代
の
コ
ク
ト
オ
読
者
た
ち
に
よ
る
各
種
の
言
説
も
ま
た
、
堀
の
コ
ク
ト
オ
受
容
に
影
響
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
．
た
だ
し
、
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
及
び
紹
介
を
手
が
け
た
者
達
の
中
で
、
コ
ク
ト
オ
の
影
響
坂
下
に
小
説
の
実
作
も
手
が
け
た
と
い
う
点
で
、
堀
は
特
異
な
存
在
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
堀
の
コ
ク
ト
オ
観
は
他
の
翻
訳
者
や
紹
介
者
に
比
べ
、
極
め
て
異
彩
を
放
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ク
ト
オ
の
影
響
が
顕
著
な
堀
の
小
説
作
品
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
で
分
析
し
た
が
、
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
者
か
つ
紹
介
者
と
し
て
の
堀
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
が
十
分
に
及
ん
で
い
な
い
の
が
、
現
状
と
言
え
る
ｃ
コ
ク
ト
オ
が
わ
が
国
で
読
ま
れ
始
め
た
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
受
容
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
堀
の
コ
ク
ト
オ
翻
訳
者
か
つ
紹
介
者
と
し
て
の
活
躍
、
及
び
そ
の
コ
ク
ト
オ
観
の
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
大
正
末
か
い
昭
和
初
期
の
わ
が
国
に
お
け
る
、
コ
ク
ト
オ
受
容
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
中
で
堀
辰
雄
が
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
て
い
く
ｃ
さ
ら
に
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
堀
の
コ
ク
ト
オ
観
の
形
成
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
特
異
性
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
ｃ
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二
　
わ
が
国
最
初
期
の
コ
ク
ト
オ
受
容
大
正
末
、
堀
口
大
學
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
訳
詩
集
『月
下
の
一
群
』
が
与
え
た
衝
撃
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
愛
読
者
が
口
を
そ
ろ
え
た
よ
う
に
語
っ
て
い
る
ｃ
河
盛
好
蔵
は
、
同
書
所
収
の
コ
ク
ト
オ
詩
が
、
「
そ
の
目
の
覚
め
る
よ
う
な
新
鮮
さ
で
、
い
か
に
私
た
ち
を
驚
か
せ
た
か
を
、
昨
目
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
」
と
、
そ
の
印
象
の
強
さ
を
語
る
。
河
盛
と
同
世
代
の
三
好
達
治
は
、
『詩
と
詩
論
』
に
発
表
し
た
自
作
に
つ
き
、
「
し
き
り
に
愛
読
し
た
堀
口
大
學
訳
詩
集
『月
下
の
一
群
』
の
影
響
下
に
お
ほ
か
た
は
属
す
る
も
の
で
あ
つ
た
」
、
と
回
想
す
る
。
伊
藤
整
も
ま
た
、
「私
に
一
番
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
の
は
、
（中
略
）
堀
国
大
學
の
彪
大
な
訳
詩
集
『月
下
の
一
群
』
で
あ
つ
た
ら
一”
」
ヽ
と
述
べ
る
ｃ
さ
ら
に
伊
藤
は
、
「近
代
フ
ラ
ン
ス
の
詩
の
エ
ツ
セ
ン
ス
と
も
言
ふ
べ
き
こ
の
訳
詩
集
は
、
私
の
み
で
な
く
昭
和
期
の
新
詩
人
た
ち
に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
か
分
ら
な
い
」
、
と
ま
で
断
言
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
『月
下
の
一
群
』
は
「近
代
フ
ラ
ン
ス
の
詩
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
で
あ
り
、
コ
ク
ト
オ
詩
の
み
を
集
め
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
河
盛
好
蔵
の
受
け
た
衝
撃
、
及
び
「私
〔河
盛
好
蔵
〕
が
始
め
て
コ
ク
ト
オ
の
名
を
教
え
ら
れ
た
の
は
、
私
た
ち
の
世
代
に
ぞ
く
す
る
者
の
大
部
分
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
堀
口
大
学
氏
の
訳
詩
集
『月
下
の
一
群
』
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
」、
と
の
回
想
を
参
照
す
れ
ば
、
『月
下
の
一
群
』
が
コ
ク
ト
オ
の
名
を
知
ら
し
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
ｃ
も場
その一鼈
』舞
諄
娘
斡
弥
訴
圭一は一蠅
）し喝
エ
ッ
セ
イ
「ジ
ア
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
を
発
表
し
て
い
る
ｃ
こ
れ
は
詩
の
み
な
ら
ず
、
小
説
「ポ
ト
マ
ッ
ク
」
や
「
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ア
ル
」
、
さ
ら
に
は
講
演
等
に
ま
で
日
配
り
し
た
、
本
格
的
な
コ
ク
ト
オ
論
と
な
っ
て
い
る
。
後
、
改
稿
の
上
『詩
と
詩
論
』
（聾
二　
十
一
こ
に
再
録
さ
れ
た
の
で
、
多
く
の
目
に
触
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
．
同
誌
の
寄
稿
者
で
あ
っ
た
堀
辰
雄
は
、
確
実
に
読
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
佐
藤
は
慶
応
大
学
仏
文
科
発
行
の
雑
誌
『仏
蘭
西
文
学
其
他
』
（昭
三
　
一
～
四
　
十
二
、
全
二
十
二
冊
。
昭
和
四
年
一
月
か
ら
『仏
蘭
西
文
学
』
に
改
題
）
に
、
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
や
紹
介
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
詩
は
、
「ポ
エ
ジ
イ
」
「
オ
ペ
ラ
」
「
用
語
集
」
「永
眠
序
説
」
と
い
っ
た
、
コ
ク
ト
ォ
の
詩
集
全
四
冊
か
ら
選
ん
だ
も
の
が
八
篇
、
エ
ッ
セ
イ
は
、
堀
辰
雄
も
原
書
で
読
み
、
多
大
な
影
響
を
受
け
た
「職
業
の
秘
密
」
を
三
回
に
わ
た
っ
て
訳
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
「雄
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
」
や
「俗
な
神
秘
」
を
自
身
の
エ
ッ
セ
イ
内
で
翻
訳
し
、
引
用
し
て
い
る
。
堀
口
大
學
を
入
日
に
コ
ク
ト
オ
を
読
み
始
め
た
と
い
う
佐
藤
の
例
は
、
堀
辰
雄
と
も
重
な
る
。
堀
は
前
出
の
エ
ッ
セ
イ
「
コ
ク
ト
オ
と
僕
」
に
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「僕
が
ジ
ヤ
ン
　
コ
ク
ト
オ
の
詩
を
堀
口
大
學
氏
の
訳
に
よ
つ
て
始
め
て
読
ん
だ
の
は
も
う
十
年
ば
か
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
『明
星
』
誌
上
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
ふ
」。
昭
和
七
年
の
十
年
前
の
『明
星
』
と
な
る
と
、
大
正
十
一
年
七
月
号
「サ
ロ
メ
外
五
章
」
（「踊
り
子
」
「耳
し
、
同
年
十
二
月
号
「仏
蘭
西
現
代
詩
抄
」
「
バ
ッ
ト
リ
イ
（断
上こ
」
「手
風
琴
し
、
翌
十
二
年
一
月
号
「仏
蘭
西
現
代
詩
抄
」
（「グ
レ
コ
し
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
コ
ク
ト
オ
の
本
邦
初
訳
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
で
は
、
次
な
る
翻
訳
は
佐
藤
春
夫
翌
回薇
を
歌
は
ん
と
し
て
」
（大
十
三
二
『婦
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人
画
報
し
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
ｃ
し
た
が
つ
て
、
堀
は
わ
が
国
で
最
も
早
い狛″詞綺『喝̈
ｏ人であつたことになり、『月下の一群』もも
大
正
十
五
年
以
降
、
同
人
誌
「腫
馬
』
等
を
舞
台
に
、
堀
は
詩
を
中
心
に
コ
ク
ト
オ
作
品
の
翻
訳
を
精
力
的
に
行
な
う
ｃ
『騒
馬
』
発
表
の
も
の
に
限
定
し
て
も
、
訳
し
た
コ
ク
ト
オ
詩
は
実
に
十
四
篇
を
数
え
る
。
ま
た
、
小
説
「
眠
り
な
が
ら
」
（昭
二
上
ハ
『山
繭
』。
初
出
で
は
「即
血
Ｃ
に
は
コ
ク
ト
オ
の
小
説
「
ポ
ト
マ
ッ
ク
」
「
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ア
ル
」
の
影
響
が
顕
著
で
あ
嘘
、
エ
ッ
セ
イ
「職
業
の
秘
密
」
も
訳
し
て
い
る
（昭
二
■
二
『山
繭
』。
初
出
で
は
「職
業
的
な
秘
密
し
。
さ
ら
に
、
コ
ク
ト
オ
紹
介
の
エ
ッ
セ
イ
「
石
鹸
玉
の
詩
人
」
（大
十
五
　
七
『臆
馬
Ｌ
は
、
扱
っ
て
い
る
の
は
詩
に
限
ら
れ
る
が
、
発
表
は
佐
藤
朔
「ジ
ア
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
よ
り
も
早
い
の
で
、
お
そ
ら
く
本
邦
初
の
コ
ク
ト
オ
論
だ
ろ
う
。
堀
に
先
駆
け
、
詩
人
竹
中
郁
は
、
同
人
誌
『骰
子
』
（大
十
四
十
、
全
一
冊
）
に
て
コ
ク
ト
オ
詩
を
十
一
篇
訳
し
て
お
り
、　
一
部
は
『近
代
風
景
』
（照
予
二
及
び
五
）
に
も
再
録
さ
れ
た
。
竹
中
は
、
エ
ツ
セ
イ
「遊
歩
時
間
」
（昭
二
四
『近
代
風
景
し
に
て
、
「
日
本
の
若
い
人
達
の
間
で
評
判
の
い
い
ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ
先
生
」
と
、
コ
ク
ト
オ
が
わ
が
国
の
若
い
世
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
同
じ
く
『近
代
風
景
』
の
昭
和
二
年
七
月
号
で
は
、
宍
戸
儀
一
（宕
戸
儀
一
と
誤
植
さ
れ
て
い
る
）
が
エ
ッ
セ
イ
「詩
園
風
景
」
に
て
、
コ
ク
ト
オ
輸
入
後
、
そ
の
亜
流
が
氾
濫
し
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
わ
が
国
の
超
現
実
主
義
者
も
ま
た
、
コ
ク
ト
オ
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
「超
現
実
主
義
機
関
誌
」
で
あ
る
『衣
裳
の
太
陽
』
で
は
、
↓
８
，
さ
（上
田
敏
雄
）
が
コ
ク
ト
オ
詩
「国
Ｘ
「
ｒ
ＨＯ
＞
弓
ＨＯ
Ｚ
∪
国
∽
句
力
○
∪
Ｈの
同
∽
∪
∪
ｒ
＞
Ｚ
Ｃ
Ｈ↓
∪
Ｃ
Ｘ
０
０
弓
ｏ
ω
刀
国
」
を
訳
し
て
い
る
（昭
三
十
一こ
。
同
誌
に
は
、
上
田
敏
雄
「↓
〓
国
＞
弓
力
国
＞
「
○
∽
弓
国
四
ｏ
”
Ｈ置
（昭
三
　
十
こ
や
、
北
園
克
衛
「∽
Ｃ
刀
ｃ
Ｚ
句
＞
刀
Ｏ
Ｈ∽
∽
同
Ｚ
」
（昭
四
　
こ
と
い
つ
た
創
作
詩
が
、
い
ず
れ
も
コ
ク
ト
オ
ヘ
の
献
辞
を
付
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
樋
。
ま
た
ヽ
山
中
散
生
ら
の
同
人
誌
『シ
ネ
』
（昭
四
二
Ｔ
五
　
六
、
全
九
冊
）
は
、
冨
士
原
清
一
訳
の
コ
ク
ト
オ
詩
「∪
国
ｏ
ｏ
Ｃ
く
∪
χ
↓
∪
∪
国
∽
句
＞
↓
↓
”
∽
∪
Ｃ
∽
「
国
ＨＺ
Ｘ
Ｏ●
３
８
」
を
掲
載
し
た
（昭
四
　
五
）。
先
人
た
る
堀
口
大
學
の
活
躍
も
著
し
い
。
『月
下
の
一
群
』
に
続
く
訳
詩
集
『空
し
き
花
束
』
（大
十
五
　
十
一
、
第
一
書
一ら
は
、
コ
ク
ト
オ
詩
十
一
篇
を
収
め
る
。
昭
和
に
入
る
と
、
「
＞
Ｚ
↓
回
い
ｏ
Ｚ
』
（昭
三
　
四
～
四
　
一
、
全
十
冊
）
と
そ
の
後
継
誌
『オ
ル
フ
エ
オ
ン
』
（昭
四
　
四
～
五
　
二
、
全
九
冊
）
に
て
、
詩
を
二
十
九
篇
、　
エ
ツ
セ
イ
は
「
キ
リ
コ
論
」
「
俗
な
神
秘
」
の
一
部
）
の
他
、
「白
紙
」
を
十
六
回
に
わ
た
つ
て
連
載
し
て
い
る
ｃ
こ
れ
ら
の
雑
誌
の
発
行
元
で
あ
る
、
第
一
書
房
刊
行
の
『近
代
劇
全
集
』
第
二
十
四
巻
（昭
二
　
十
）
で
は
、
戯
曲
「
エ
ツ
フ
エ
ル
塔
の
花
嫁
花
婿
」
の
翻
訳
も
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
大
田
黒
元
雄
に
よ
る
翻
訳
『雄
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
』
が
第
一
書
一房
よ
り
発
行
さ
れ
た
（昭
三
　
七
）
が
、
こ
れ
は
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
の
み
で
構
成
さ
れ
た
単
行
本
と
し
て
は
、
本
邦
初
の
も
の
と
な
る
。
偶
然
だ
ろ
う
が
、
同
年
同
月
の
『近
代
風
景
』
に
て
、
篠
崎
初
太
郎
が
や
は
り
翻
訳
「雄
鶏
と
ラ
ル
ル
カ
ン
」
を
発
表
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
書
の
翻
訳
自
体
は
堀
辰
雄
が
同
人
誌
『虹
』
（大
十
五
九
～
昭
二
十
一
、
全
六
冊
。
第
百
万
の
み
国
τ）
に
て
、
五
回
に
わ
た
つ
て
行
な
っ
た
も
の
の
方
が
早
い
。
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主
な
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
『月
下
の
一
群
』
を
き
っ
か
け
に
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
は
多
く
試
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
名
前
は
確
実
に
浸
透
し
て
い
た
。
当
然
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
翻
訳
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
〓
一　
コ
ク
ト
オ
翻
訳
書
こ
う
し
た
風
潮
の
中
、
堀
辰
雄
は
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（昭
四
　
四
、
厚
生
閣
書
店
）
を
刊
行
す
る
。
翻
訳
集
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
堀
に
と
っ
て
初
の
単
行
本
と
な
っ
た
。
同
時
期
に
、
堀
国
大
學
は
『
コ
ク
ト
オ
詩
抄
』
（昭
四
≡
一、
第
一
書
一５
を
刊
行
し
た
が
、
収
録
作
品
は
雑
誌
や
単
行
本
で
発
表
済
み
の
詩
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
堀
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
は
、
詩
の
み
な
ら
ず
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
と
い
っ
た
散
文
も
広
く
収
め
、
本
邦
初
訳
の
も
の
も
多
い
。
本
書
か
ら
は
、
詩
以
外
の
作
品
も
多
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
多
面
的
な
コ
ク
ト
オ
像
を
提
示
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
ｃ
た
だ
し
訳
文
は
、
特
に
詩
は
こ
な
れ
の
よ
さ
、
流
麗
さ
、
響
き
の
よ
さ
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
堀
国
大
學
に
は
及
ば
ず
、
い
か
に
も
翻
訳
ら
し
い
堅
苦
し
さ
が
抜
け
て
い
な
い
ｃ
散
文
に
目
を
向
け
る
と
、
「ポ
ト
マ
ツ
ク
」
「
グ
ラ
ン
　
テ
カ
ア
ル
」
と
い
っ
た
小
説
は
、
い
ず
れ
も
長
篇
の
た
め
一
部
を
抄
訳
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
小
説
も
ま
た
そ
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
き
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
や
は
り
本
書
に
お
け
る
収
穫
は
、
原
典
と
の
差
異
が
少
な
い
形
で
訳
出
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詩
に
比
し
て
、
コ
ク
ト
オ
の
エ
ッ
セ
イ
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
は
、
当
時
ま
だ
少
な
か
っ
た
）^
そ
の
た
め
か
、
本
書
に
刺
激
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
、
コ
ク
ト
オ
の
引
用
や
言
及
例
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
春
山
行
夫
は
、
「反
対
に
答
ふ
他
五
件
」
（昭
四
上
ハ
『詩
と
詩
論
し
に
て
、
「奔
馬
の
速
力
は
速
力
の
中
に
這
入
ら
な
い
」
と
い
う
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
、
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
収
録
の
「鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
」
か
ら
引
い
て
い
る
ｃ
阪
本
越
郎
の
エ
ッ
セ
イ
「詩
の
重
量
」
（昭
四
　
十
二
「
ン
ネ
し
に
は
、
コ
ク
ト
オ
の
エ
ッ
セ
イ
「職
業
の
秘
密
」
の
一
節
、
コ
曰く
こ
と
、
特
に
詩
を
書
く
こ
と
は
汗
を
か
く
や
う
な
も
の
だ
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
読
点
が
一
つ
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
表
記
は
堀
訳
と
全
く
同
じ
な
の
で
、
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
「新
し
い
詩
的
精
神
其
他
」
（昭
四
六
弓
＞
字
↓
＞
∽】≧
）
に
て
、
コ
ク
ト
オ
が
日
本
で
評
判
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
村
木
竹
夫
は
、
「詩
と
舞
踊
他
」
（昭
四
　
十
二
、
同
）
と
総
題
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
九
篇
中
、
三
篇
で
コ
ク
ト
オ
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
強
い
関
心
が
う
か
が
え
る
ｃ
中
で
も
「
北
川
冬
彦
君
に
」
で
は
、
堀
辰
雄
の
詩
「
（天
使
達
が
…
…
と
（昭
一
Ｔ
二
『髄
馬
し
を
引
用
し
て
評
価
し
て
お
り
、
創
作
者
と
し
て
の
堀
に
も
注
目
し
て
い
た
よ
う
だ
。
春
山
を
除
く
、
阪
本
や
村
木
の
場
合
、
昭
和
四
年
以
前
に
は
コ
ク
ト
オ
に
言
及
し
た
例
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
（及
び
『
コ
ク
ト
オ
詩
抄
し
に
よ
っ
て
初
め
て
コ
ク
ト
オ
を
本
格
的
に
読
み
、
そ
の
魅
力
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
堀
辰
雄
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
は
、
詩
だ
け
で
な
く
、
散
文
等
に
お
い
て
も
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
す
る
才
人
と
し
て
の
コ
ク
ト
オ
像
を
、
実
作
を
多
く
紹
介
す
る
こ
と
で
提
示
し
た
っ
こ
れ
が
、
翌
年
刊
行
さ
れ
る
コ
ク
ト
オ
の
小
説
と
エ
ッ
セ
イ
集
が
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
昭
和
五
年
、
東
郷
青
児
訳
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
（九
月
、
白
水
社
）
と
、
佐
藤
朔
訳
『
コ
ク
ト
オ
藝
術
論
』
（十
月
、
厚
生
閣
書
店
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
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両
書
と
も
評
判
と
な
り
、
前
者
は
現
在
も
コ
ク
ト
オ
の
代
表
作
と
し
て
名
高
い
。
だ
が
、
当
時
は
後
者
に
対
す
る
書
評
も
多
く
、
注
目
度
は
高
い
。
し
か
も
そ
れ
わ
を
見
る
と
、
『
コ
ク
ト
オ
藝
術
論
』
は
コ
ク
ト
オ
を
理
解
す
る
た
め
の
手
引
書
と
し
て
読
ま
れ
た
節
が
あ
る
ｃ
春
山
行
夫
「
コ
ク
ト
オ
出
現
―
　
『
コ
ク
ト
オ
藝
術
論
Ｌ
（昭
五
　
十
　
十
一
『読
売
新
聞
ｔ
は
、
コ
コ
ク
ト
オ
の
〕
作
品
に
は
実
に
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
手
品
が
あ
り
、
秘
密
が
あ
る
。
こ
の
秘
密
を
手
品
に
し
た
の
が
、
換
言
す
る
と
彼
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
」
、
と
述
べ
る
。
同
書
を
コ
ク
ト
オ
の
秘
密
を
解
き
明
か
す
手
掛
か
り
と
見
な
し
て
い
る
、
と
読
め
る
。
実
際
、
同
書
所
収
の
「職
業
の
秘
密
」
に
つ
い
て
、
春
山
は
「
『職
業
の
秘
密
』
は
ポ
エ
ジ
イ
の
種
明
し
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
良
き
案
内
書
だ
」
、
と
し
て
い
る
。
い
ち
早
く
コ
ク
ト
オ
に
注
目
、
翻
訳
し
た
人
間
の
一
人
で
あ
る
竹
中
郁
も
ま
た
、
コ
コ
ク
ト
オ
藝
術
論
』
の
紹
介
」
（昭
六
　
一
『詩
と
詩
論
し
に
て
、
『
コ
ク
ト
オ
藝
術
論
』
は
「
コ
ク
ト
オ
の
純
作
品
を
解
き
は
ぐ
す
横
の
糸
で
あ
る
。
コ
ク
ト
オ
を
理
解
す
る
た
め
の
必
携
書
で
あ
る
」
、
と
す
る
ｃ
春
山
は
堀
辰
雄
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
を
第
一
弾
と
す
る
、
「
現
代
の
藝
術
と
批
評
叢
書
」
の
仕
掛
け
人
で
あ
り
、
竹
中
も
ま
た
、
早
く
か
ら
翻
訳
を
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
両
者
と
も
コ
ク
ト
オ
ヘ
の
理
解
は
深
く
、
解
説
書
の
類
を
欲
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
だ
が
、
ア
フ
ま
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
コ
ク
ト
オ
を
是
正
す
る
時
こ
そ
今
だ
」
と
い
う
竹
中
の
言
を
見
る
と
、
当
時
の
わ
が
国
で
の
コ
ク
ト
オ
受
容
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
疑
間
を
禁
じ
得
な
い
ｃ
確
か
に
コ
ク
ト
オ
の
知
名
度
、
作
品
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
た
が
、
内
容
が
理
解
で
き
ず
、
魅
了
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
人
間
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。
堀
辰
雄
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
刊
行
直
後
に
発
表
さ
れ
た
、
槍
崎
勤
「青
葉
病
と
コ
ク
ト
オ
の
詩
」
（昭
四
上
ハ
『近
代
生
活
し
と
い
う
コ
ン
ト
が
あ
る
。
十
六
歳
の
少
女
が
、
性
的
な
内
容
の
コ
ク
ト
オ
の
詩
翁
黒
奴
美
人
は
半
開
の
戸
棚
で
す
／
中
に
は
濡
れ
た
珊
瑚
が
し
ま
つ
て
あ
る
し
を
、
意
味
も
分
か
ら
ず
に
愛
読
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
ｃ
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
手
の
性
的
な
意
味
を
含
ん
だ
、
し
か
も
機
知
を
働
か
せ
た
表
現
は
、
こ
の
年
齢
の
少
女
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
十
分
に
理
解
で
き
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
だ
が
、
当
時
コ
ク
ト
オ
に
接
し
た
多
く
の
読
者
像
を
、
こ
の
少
女
は
案
外
正
確
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
単
な
る
流
行
か
ら
コ
ク
ト
オ
に
手
を
出
し
た
が
、
意
味
も
分
か
ら
ず
に
読
ん
で
い
た
と
い
う
読
者
は
多
く
、
少
女
は
そ
の
典
型
的
な
一
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
仮
説
を
検
討
す
る
上
で
、
堀
口
大
學
「ジ
ャ
ン
　
コ
ク
ト
オ
に
関
す
る
ノ
オ
ト
」
（昭
七
　
十
一
『新
潮
し
は
、
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
「
コ
ク
ト
オ
の
藝
術
の
単
純
さ
が
、
多
く
の
複
雑
を
か
く
し
、
簡
素
さ
が
、
多
く
の
豊
一麗
さ
を
内
蔵
し
て
ゐ
る
の
で
、
彼
の
作
品
に
あ
ら
は
れ
る
イ
マ
ア
ジ
ュ
を
味
到
す
る
に
、
読
者
に
多
く
の
サ
ヴ
ォ
ワ
ア
ル
（知
識
）
を
必
要
と
す
る
場
合
が
極
め
て
多
い
ｃ
こ
れ
が
、
彼
の
作
品
が
大
衆
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
理
由
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
の
事
情
に
つ
い
て
の
説
明
だ
が
、
当
時
の
わ
が
国
に
も
共
通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
コ
ク
ト
オ
作
品
、
特
に
詩
の
特
徴
と
し
て
、　
一
見
か
け
離
れ
た
も
の
の
共
通
点
を
見
出
し
、
機
知
に
よ
っ
て
結
び
付
け
る
手
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
愛
読
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
意
外
性
に
満
ち
た
巧
み
な
比
喩
こ
そ
が
、
こ
の
上
な
い
魅
力
と
な
る
。
し
か
し
、
コ
ク
ト
オ
の
表
現
は
簡
潔
さ
を
旨
と
し
て
い
る
た
め
、
結
び
付
け
ら
れ
た
も
の
の
関
連
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性
が
分
か
り
に
く
い
例
も
存
在
す
る
。
特
に
、
理
解
す
る
の
に
あ
る
程
度
の
知
識
を
要
す
る
作
品
の
場
合
、
こ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
る
ｃ
実
際
、
大
學
が
例
に
挙
げ
る
詩
「
ト
ル
ウ
ヴ
ィ
ル
」
を
味
読
す
る
に
は
、
海
水
浴
場
ト
ル
ウ
ヴ
ィ
ル
と
、
こ
れ
が
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
で
、
大
學
は
こ
の
四
行
詩
の
説
明
に
二
十
六
行
を
費
や
し
て
い
る
。
簡
潔
に
表
現
さ
れ
た
詩
に
つ
き
、
説
明
を
受
け
る
こ
と
で
内
容
の
理
解
は
で
き
て
も
、
そ
れ
が
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
い
ば
、
コ
ク
ト
オ
の
名
が
浸
透
し
、
作
品
が
多
く
邦
訳
さ
れ
て
も
、
味
読
す
る
た
め
の
知
識
が
要
求
さ
れ
る
作
品
で
は
、
こ
れ
を
堪
能
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
大
學
は
コ
ク
ト
オ
詩
の
難
解
さ
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
そ
の
理
由
が
、
読
者
に
あ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
」
と
、
読
者
の
知
識
不
足
に
そ
の
原
因
を
求
め
て
い
る
ｃ
し
か
し
大
學
の
場
合
、
コ
ク
ト
オ
に
限
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
に
つ
い
て
本
国
人
以
上
の
知
識
と
鑑
賞
眼
を
持
っ
て
い
た
。
大
學
と
同
等
の
教
養
を
、
フ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
国
の
平
均
的
な
文
学
愛
好
者
に
要
求
す
る
の
は
酷
で
あ
ろ
う
ｃ
当
時
の
コ
ク
ト
オ
読
者
に
つ
い
て
知
る
恰
好
の
材
料
と
し
て
、
今
日
出
海
「
ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ
著
　
東
郷
青
児
訳
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
に
つ
い
て
」
（昭
五
　
十
二
『詩
　
現
実
し
が
あ
る
ｃ
今
は
、
「
コ
ク
ト
オ
の
詩
集
を
読
む
こ
と
が
嬉
し
か
つ
た
」
が
、
「意
表
に
出
る
形
容
詞
を
深
く
吟
味
す
る
こ
と
」
は
な
く
、
「
そ
の
技
工
の
新
し
さ
に
幻
惑
さ
れ
て
ゐ
た
」
と
い
う
。
東
大
仏
文
の
出
身
で
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
人
フ
イ
リ
ツ
プ
・
ス
ウ
ポ
オ
を
原
書
で
読
ん
で
い
た
今
も
、
コ
ク
ト
オ
作
品
の
機
知
を
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
ｃ
今
は
、
コ
ク
ト
オ
が
称
揚
す
る
ラ
ジ
ゲ
「肉
体
の
悪
魔
」
と
「
ド
オ
ル
ジ
エ
エ
ル
伯
爵
の
舞
踏
会
」
を
読
み
、
「僕
の
考
へ
て
ゐ
た
コ
ク
ト
オ
と
は
遠
い
質
実
な
作
品
だ
つ
た
」
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
今
が
コ
ク
ト
オ
作
品
に
、
「質
実
」
さ
と
は
無
縁
の
斬
新
さ
や
華
や
か
さ
を
見
出
し
、
魅
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
は
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
を
、
「質
実
」
な
ラ
ジ
ゲ
作
品
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
．
「坦
々
た
る
人
間
心
理
の
牙
城
に
ラ
ジ
ゲ
は
不
撓
の
歩
行
を
続
け
た
。
そ
し
て
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
も
亦
こ
の
路
の
直
線
上
に
横
た
は
つ
た
。
／
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
も
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
も
歩
い
た
古
い
路
だ
。
（中
略
）
／
コ
ク
ト
オ
は
こ
の
古
い
路
、　
一
本
し
か
な
い
路
を
察
知
し
た
」
。
こ
こ
で
今
は
、
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
ら
の
系
譜
に
連
な
る
、
「坦
々
た
る
人
間
心
理
」
を
描
く
作
家
と
し
て
の
み
、
コ
ク
ト
オ
を
捉
え
て
い
る
ｃ
そ
の
こ
と
は
、
「
コ
ク
ト
オ
の
奇
智
は
も
う
こ
こ
で
は
頼
り
な
い
武
器
で
あ
る
」
と
い
う
、
巧
み
な
比
喩
を
操
る
詩
人
コ
ク
ト
オ
を
否
定
す
る
と
も
と
れ
る
一
文
か
ら
明
ら
か
だ
。
今
の
文
章
か
ら
は
、
コ
ク
ト
オ
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
浮
薄
な
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
さ
れ
、
「
人
間
心
理
」
を
追
究
す
る
作
家
と
し
て
の
コ
ク
ト
オ
像
を
つ
か
ん
だ
こ
と
へ
の
、
安
心
と
興
奮
が
感
じ
取
れ
る
。
機
知
に
富
ん
だ
コ
ク
ト
オ
詩
に
、
そ
の
日
が
再
び
向
け
ら
れ
る
可
能
性
は
、
今
の
書
評
か
ら
は
見
え
な
い
。
補
足
す
れ
ば
、
コ
ク
ト
オ
作
品
の
身
上
は
、
あ
り
ふ
れ
た
対
象
か
ら
新
た
（
１０
）
な
魅
力
を
見
出
し
、
表
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
そ
の
表
現
が
、
機
知
を
働
か
せ
た
斬
新
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
表
現
の
新
し
さ
に
ば
か
り
注
目
が
集
ま
り
、
本
質
ま
で
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
国
フ
ラ
ン
ス
で
も
日
本
で
も
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
ｃ
そ
の
名
は
多
く
日
に
し
な
が
ら
も
、
詩
作
品
は
必
ず
し
も
平
易
で
な
い
コ
ク
ト
オ
に
困
惑
し
て
い
た
者
達
は
、
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
を
今
日
出
海
〔20〕
と
同
様
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
、
愛
読
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
は
多
く
の
読
者
を
得
て
、
昭
和
九
年
に
は
改
版
も
出
て
い
る
（九
月
、
自
水
社
）。
こ
の
人
気
を
支
え
た
読
者
の
中
に
は
、
流
行
し
て
い
た
コ
ク
ト
オ
の
詩
作
品
に
は
な
じ
め
な
か
っ
た
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
『
コ
ク
ト
オ
藝
術
論
』
が
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
と
併
称
さ
れ
、
コ
ク
ト
オ
作
品
の
手
引
書
と
し
て
多
く
言
及
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
は
、
現
在
も
コ
ク
ト
オ
の
代
表
作
と
さ
れ
て
お
り
、
岩
波
文
庫
版
（照
二
十
二
　
人
初
版
）
は
長
く
版
を
重
ね
、
近
年
で
は
光
文
社
文
庫
で
の
新
訳
（中
条
省
平
中
条
志
穂
訳
、
平
十
九
二
０
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
人
気
は
衰
え
な
い
っ
一
方
コ
ク
ト
オ
詩
集
は
、
現
在
は
新
潮
文
庫
版
（昭
二
十
九
　
十
初
版
）
が
辛
う
じ
て
刊
行
を
続
け
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
の
、
「私
の
耳
は
貝
の
か
ら
／
海
の
響
を
な
つ
か
し
む
」
亀
月
下
の
一
群
し
の
詩
人
と
い
う
よ
り
、
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
の
小
説
家
と
い
う
コ
ク
ト
オ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
昭
和
五
年
頃
に
形
成
さ
れ
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。
当
時
わ
が
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
、
詩
や
散
文
に
多
彩
な
才
能
を
発
揮
す
る
才
人
と
し
て
の
コ
ク
ト
オ
像
は
、
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
の
邦
訳
を
境
に
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
詩
や
小
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ
ッ
サ
ン
や
演
劇
に
も
優
れ
た
手
腕
を
示
す
、
コ
ク
ト
オ
の
多
面
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ
は
不
幸
な
事
態
で
あ
っ
た
。
四
　
専
門
家
達
と
堀
辰
雄
の
コ
ク
ト
オ
観
の
相
違
こ
こ
で
、
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
邦
訳
以
前
の
コ
ク
ト
オ
読
者
、
特
に
原
書
で
積
極
的
に
読
ん
で
い
た
者
達
を
中
心
に
、
そ
の
コ
ク
ト
オ
観
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
堀
口
大
學
。
大
學
は
、
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
や
コ
ク
ト
オ
の
詩
が
、
「在
来
の
美
の
観
念
、
在
来
の
詩
の
観
念
に
反
抗
す
る
。
て
う
戦
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
（「短
詩
型
流
行
と
産
詩
制
限
に
」
大
十
五
　
八
　
十
三
『東
京
朝
日
新
聞
し
。
だ
が
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
「彼
等
は
在
来
の
美
、
在
来
の
詩
に
対
し
て
、
そ
れ
等
の
忠
実
な
る
じ
ゆ
ん
奉
者
達
よ
り
も
一
層
注
意
深
く
、　
一
層
鋭
敏
で
あ
つ
た
か
ら
」
だ
、
と
し
て
い
る
。
コ
ク
ト
オ
ら
が
「在
来
の
美
、
在
来
の
詩
」
、
す
な
わ
ち
伝
統
に
根
ざ
す
も
の
に
精
通
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
新
し
さ
を
実
現
し
て
い
る
、
と
い
う
逆
説
的
な
見
解
と
言
え
る
ｃ
佐
藤
朔
は
「
ジ
ア
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
（昭
三
　
十
一
し
に
て
、
「
彼
の
詩
に
使
つ
て
ゐ
る
イ
マ
ア
ジ
ユ
は
い
つ
も
色
彩
的
で
、
新
鮮
で
あ
る
。
そ
れ
は
対
象
に
、
あ
る
神
秘
な
も
の
を
付
与
す
る
力
さ
へ
を
持
つ
て
ゐ
る
。
（中
略
）
こ
の
異
常
な
力
を
持
つ
た
イ
マ
ア
ジ
ユ
が
彼
の
詩
に
新
ら
し
い
シ
ア
ル
ム
を
与
へ
る
」
と
、
コ
ク
ト
オ
詩
の
持
つ
斬
新
さ
や
魅
力
を
強
調
す
る
。
し
か
し
「３
８
８
け」ｏ
用
∽
　
コ
ク
ト
オ
と
ス
ウ
ポ
オ
」
（鳥
巣
公
名
義
。
昭
四
　
一
『仏
蘭
西
文
学
）
で
は
、
「
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
連
中
に
比
べ
れ
ば
、
コ
ク
ト
オ
の
詩
な
ぞ
は
、
少
し
も
モ
ダ
ン
で
も
な
け
れ
ば
『新
ら
し
く
』
も
な
い
」
と
、
コ
ク
ト
オ
の
新
し
さ
を
限
定
的
に
捉
え
直
す
。
そ
の
上
で
、
「
コ
ク
ト
オ
自
身
も
、
自
分
は
あ
く
ま
で
も
、
伝
統
的
な
仏
蘭
西
文
学
の
流
れ
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
つ
て
ゐ
る
」
と
、
コ
ク
ト
オ
作
品
が
持
つ
伝
統
性
を
、
本
人
の
言
を
引
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
大
學
や
佐
藤
の
場
合
、
コ
ク
ト
オ
作
品
は
、
旧
来
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
対
す
る
深
い
理
解
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
〔21〕
す
る
も
の
、
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
る
よ
う
だ
。
わ
が
国
の
プ
ル
ウ
ス
ト
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
井
上
究
一
郎
は
、
「ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
ウ
ー
　
∽
ｏ
ｏ
も
８
識
も
ｑ
Ｏ
●
」
（昭
三
十
二
『嶽
水
会
雑
誌
』。
本
名
の
九
一
郎
名
義
で
発
表
）
に
て
、　
コ
ク
ト
オ
の
小
説
「う
そ
つ
き
ト
マ
」
に
触
れ
、
「
ス
タ
ン
ダ
ァ
ル
の
『パ
ル
ム
の
僧
院
』
を
紡
彿
た
ら
し
め
る
文
体
の
素
撲
と
心
理
解
剖
は
彼
が
遂
に
伝
統
の
教
理
に
籠
ら
ん
と
す
る
祈
念
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
る
。
後
に
今
日
出
海
が
『怖
る
べ
き
子
供
た
ち
』
に
つ
い
て
行
な
っ
た
、
作
品
に
お
け
る
「心
理
解
剖
」
へ
の
着
目
と
、
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
ら
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
評
価
が
、
早
く
も
な
さ
れ
て
い
る
。
河
上
徹
太
郎
や
中
原
中
也
ら
と
『白
痴
群
』
を
創
刊
（昭
四
　
四
）
し
た
古
谷
綱
武
は
、
同
誌
十
一
月
号
に
「
ン
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ
論
」
を
掲
載
し
た
。
「廿
世
紀
的
装
飾
と
い
ふ
言
葉
で
割
り
切
れ
て
し
ま
つ
て
、
後
に
何
の
残
り
も
出
な
い
作
品
」
と
異
な
り
、
「
コ
ク
ト
オ
の
作
品
は
、
こ
の
廿
世
紀
的
産
物
と
い
ふ
言
葉
だ
け
で
は
割
り
切
れ
な
い
。
残
り
が
出
る
の
で
あ
る
」
、
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「伝
統
は
時
代
毎
に
変
装
す
る
。
然
し
公
衆
は
日
付
き
を
知
ら
な
い
か
ら
決
し
て
そ
の
仮
面
の
も
と
に
そ
れ
を
見
付
け
出
さ
な
い
」
「
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン
し
と
い
う
コ
ク
ト
オ
の
言
を
引
き
、
コ
コ
ク
ト
オ
は
〕
古
典
的
精
神
（中
略
）
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
彼
は
今
や
放
縦
な
夢
想
を
捨
て
謙
遜
な
労
苦
へ
の
道
を
行
く
」
、
と
述
べ
る
。
斬
新
な
表
現
が
持
つ
魅
力
を
認
め
た
上
で
、
内
に
潜
む
伝
統
性
こ
そ
が
作
品
を
支
え
る
支
柱
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ク
ト
オ
翻
訳
を
多
数
手
が
け
、
わ
が
国
で
の
紹
介
に
努
め
た
堀
口
大
學
や
佐
藤
朔
を
始
め
と
す
る
コ
ク
ト
オ
読
者
達
が
、
作
品
に
見
ら
れ
る
伝
統
性
を
指
摘
し
て
い
る
例
が
確
認
で
き
る
ｃ
こ
う
し
た
同
時
代
の
見
解
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
や
は
り
当
時
コ
ク
ト
オ
の
翻
訳
や
紹
介
を
多
く
行
な
っ
た
堀
辰
雄
の
コ
ク
ト
オ
観
に
つ
き
、
明
確
な
差
異
を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
堀
辰
雄
が
コ
ク
ト
オ
を
初
め
て
論
じ
た
エ
ッ
セ
イ
「石
鹸
玉
の
詩
人
」
（大
十
五
　
七
）
で
は
、
「ジ
ヤ
ン
の
詩
は
外
面
は
桃
い
ろ
だ
が
、
内
面
は
黒
く
、
に
が
い
味
が
す
る
」
と
、
コ
ク
ト
オ
詩
の
美
し
さ
に
潜
む
、
暗
い
も
の
を
観
取
し
て
い
る
。
コ
ク
ト
オ
が
傾
倒
し
た
画
家
、
ピ
カ
ソ
と
の
比
較
も
注
目
さ
れ
る
。
「ジ
ヤ
ン
は
ピ
カ
ソ
の
ご
と
く
で
あ
り
、
ま
つ
た
く
新
奇
な
の
で
は
あ
る
が
。
か
つ
て
か
ら
存
在
し
て
ゐ
た
も
の
の
や
う
に
美
し
い
」
。
コ
ク
ト
オ
が
一
部
の
詩
を
「十
七
八
世
紀
に
愛
用
さ
れ
た
詩
形
で
作
つ
て
ゐ
る
」
こ
と
と
、
ピ
カ
ソ
が
「古
典
主
義
の
画
家
に
深
く
傾
倒
し
て
所
謂
新
古
典
主
義
の
作
品
を
多
く
描
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、
フ
一人
の
気
持
に
僕
は
偶
然
で
は
な
い
も
の
を
感
じ
て
ゐ
る
」
と
す
る
記
述
と
合
わ
せ
れ
ば
、
堀
も
ま
た
、
堀
口
大
學
や
佐
藤
朔
と
同
様
、
コ
ク
ト
オ
作
品
が
伝
統
的
な
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
系
譜
に
立
つ
も
の
と
捉
え
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
お
ら
ず
、
エ
ッ
セ
イ
全
体
を
通
じ
て
は
、
コ
ク
ト
オ
作
品
の
美
し
さ
、
華
や
か
さ
に
魅
か
れ
て
い
る
印
象
が
強
い
。
昭
和
四
年
に
至
り
、
堀
の
コ
ク
ト
オ
観
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
ｃ
エ
ッ
セ
イ
「ジ
ア
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
（昭
四
　
一
『創
作
月
刊
し
で
は
、　
コ
ク
ト
オ
作
品
の
美
し
さ
や
華
や
か
さ
へ
の
言
及
は
一
切
な
く
、
作
品
か
ら
引
用
し
た
、
「
死
」
に
関
連
し
た
不
気
味
な
記
述
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
コ
ク
ト
オ
の
詩
集
「
オ
ペ
ラ
」
に
つ
い
て
、
「
そ
こ
に
も
死
の
判
じ
に
く
い
署
名
と
気
味
の
悪
い
デ
ッ
サ
ン
が
一
面
に
描
か
れ
て
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
詩
集
の
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
ｃ
大
正
十
五
年
の
時
〔22〕
点
で
、
堀
は
コ
ク
ト
オ
作
品
に
潜
む
暗
さ
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
コ
ク
ト
オ
作
品
が
「死
」
一
色
で
彩
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
こ
の
紹
介
の
仕
方
は
、
「
石
鹸
玉
の
詩
人
」
と
は
か
な
り
印
象
が
異
な
る
。
同
時
期
に
、
堀
は
小
説
「
不
器
用
な
天
使
」
（昭
四
二
一
『文
藝
春
秋
し
を
発
表
し
て
い
る
が
、
エ
ッ
セ
イ
「ジ
ア
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
で
強
調
し
た
、
コ
ク
ト
オ
作
品
に
見
ら
れ
る
「死
」
の
不
気
味
さ
は
確
認
で
き
な
い
。
コ
ク
ト
オ
「
グ
ラ
ン
・
テ
カ
ア
ル
」
の
影
響
が
濃
い
こ
の
作
品
で
は
、
コ
ク
ト
オ
作
品
の
美
し
さ
、
華
や
か
さ
を
重
視
し
た
、
「
石
鹸
玉
の
詩
人
」
の
頃
の
コ
ク
ト
オ
認
識
が
よ
り
強
く
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
作
は
多
く
の
注
目
を
集
め
た
が
、
否
定
的
な
評
価
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
年
の
四
月
に
堀
は
『
コ
ク
ト
オ
抄
』
を
刊
行
す
る
が
、
反
響
は
意
外
な
ほ
ど
乏
し
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
「
オ
ペ
ラ
」
の
衝
撃
や
「
不
器
用
な
天
使
」
の
賛
否
両
論
と
合
わ
せ
、
堀
に
コ
ク
ト
オ
観
の
再
考
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
堀
口
大
學
訳
『オ
ル
フ
エ
』
（昭
四
四
、
第
一
覧
こ
に
触
れ
た
堀
の
「
『オ
ル
フ
ェ
』
覚
書
」
（昭
四
十
一
『文
学
』。
初
出
で
は
「オ
ル
フ
エ
し
で
は
、
で
」
の
作
品
に
は
、
（中
略
）
『オ
ペ
ラ
』
の
主
題
を
な
し
て
ゐ
る
無
気
味
な
死
の
観
念
が
は
つ
き
り
感
じ
ら
れ
る
」
と
、
や
は
り
作
品
に
漂
う
「死
」
の
匂
い
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
コ
ク
ト
オ
に
関
す
る
ラ
ジ
ゲ
の
次
の
よ
う
な
発
言
を
引
用
し
て
い
る
点
だ
。
「
コ
ク
ト
オ
は
モ
ダ
ア
ニ
ス
ム
を
少
し
も
狙
は
な
い
で
書
く
。
彼
に
は
薔
薇
を
嗅
ぐ
こ
と
を
許
さ
れ
る
に
充
分
な
新
し
さ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
の
一
節
は
、
ラ
ジ
ゲ
の
エ
ッ
セ
イ
「
一
七
八
九
年
以
来
、
人
び
と
は
ぼ
く
に
考
え
る
こ
と
を
強
い
た
。
お
か
げ
で
ぼ
く
は
頭
が
痛
い
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
ｃ
昭
和
五
年
四
月
の
『前
衛
』
で
は
、
堀
は
全
文
の
翻
訳
も
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
堀
が
ラ
ジ
ゲ
の
発
言
に
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
昭
和
五
年
二
月
発
表
の
エ
ッ
セ
イ
「
レ
エ
モ
ン
　
一ス
ン
ィ
ゲ
」
亀
文
学
』
。
初
出
で
は
「
レ
エ
モ
ン
　
ラ
ジ
ゲ
し
に
は
、
や
は
り
「
コ
ク
ト
オ
は
モ
ダ
ア
ニ
ス
ム
を
狙
は
な
い
で
書
く
」
の
引
用
が
あ
る
。
堀
の
主
張
の
要
点
は
、
天
フ
日
の
作
家
達
は
あ
ま
り
に
『心
理
の
新
し
い
発
見
』
を
の
み
心
が
け
る
。
そ
れ
が
彼
等
を
し
て
あ
の
や
う
な
『異
常
さ
』
に
導
く
の
だ
ｃ
（中
略
）
我
々
は
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
、
先
づ
ラ
ジ
ゲ
の
『平
凡
さ
』
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
や
う
だ
」
、
と
い
う
箇
所
に
集
約
さ
れ
る
。
実
は
「
不
器
用
な
天
使
」
も
ま
た
、
「心
理
の
新
し
い
発
見
」
を
追
究
し
た
作
品
だ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
方
法
を
否
定
し
た
上
で
、
「
ラ
ジ
ゲ
の
『平
凡
さ
Ｌ
に
注
視
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
「
モ
ダ
ア
ニ
ス
ム
」
へ
の
傾
倒
か
ら
の
脱
却
を
明
確
に
宣
言
し
て
い
る
。
三
か
月
後
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
小
説
の
危
機
」
（昭
五
　
五
二
一十
『時
事
新
報
し
に
お
け
る
、
コ
ク
ト
オ
ヘ
の
言
及
は
興
味
深
い
ｃ
こ
こ
で
語
ら
れ
る
堀
の
時
代
認
識
は
、
「我
々
の
時
代
は
、
伝
統
的
な
『舞
踏
会
』
と
革
命
的
な
『
ユ
リ
シ
イ
ズ
』
と
の
間
に
板
挟
み
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
い
づ
れ
に
行
く
べ
き
か
、
我
々
は
躊
躇
し
て
ゐ
る
」
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
ｃ
そ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
、
第
三
の
道
と
し
て
堀
が
提
示
す
る
の
が
、
コ
ク
ト
オ
作
品
に
他
な
ら
な
い
。
「彼
〔
コ
ク
ト
オ
〕
の
小
説
は
、
（中
略
）
す
こ
ぶ
る
我
々
を
当
惑
さ
せ
る
思
ひ
が
け
な
い
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
に
よ
つ
て
、　
一
個
の
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
（そ
れ
は
ラ
ジ
ゲ
と
同
様
に
伝
統
的
な
）
に
ア
ン
ダ
ア
ラ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
、
も
つ
と
も
現
代
的
な
小
説
が
そ
こ
に
、
あ
る
〔23〕
だ
ら
う
。
」
こ
こ
で
は
、
当
時
の
文
学
状
況
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
コ
ク
ト
オ
を
「新
し
さ
」
「
す
こ
ぶ
る
我
々
を
当
惑
さ
せ
る
思
ひ
が
け
な
い
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
し
と
「
ク
ラ
シ
シ
ス
ム
」
「
ラ
ジ
ゲ
と
同
様
に
伝
統
的
な
し
が
同
居
し
た
、
ま
つ
た
く
新
し
い
作
家
と
す
る
評
価
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
「石
鹸
玉
の
詩
人
」
の
時
点
で
、
コ
ク
ト
オ
作
品
の
美
し
さ
、
華
や
か
さ
に
注
視
す
る
一
方
で
、
伝
統
性
の
観
取
も
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
関
連
性
は
や
や
曖
味
だ
っ
た
。
こ
れ
が
「小
説
の
危
機
」
に
至
る
と
、
両
者
が
同
居
し
た
「も
つ
と
も
現
代
的
な
小
説
」
の
書
き
手
で
あ
る
こ
と
が
、
コ
ク
ト
オ
の
独
自
性
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
は
、
後
の
「
コ
ク
ト
オ
と
僕
」
（昭
七
・
五
）
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
以
後
も
続
く
堀
の
コ
ク
ト
オ
観
が
、
こ
こ
で
確
立
し
た
と
言
え
る
。
コ
ク
ト
オ
作
品
の
華
や
か
さ
に
魅
か
れ
た
読
者
に
は
、
味
読
で
き
ず
に
離
れ
て
い
く
者
も
多
か
っ
た
ろ
う
。
原
書
で
コ
ク
ト
オ
作
品
に
触
れ
、
理
解
を
深
め
た
読
者
は
、
多
く
作
品
の
伝
統
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
斬
新
さ
と
伝
統
性
の
両
者
を
統
一
的
に
捉
え
、
コ
ク
ト
オ
最
大
の
特
徴
と
し
て
打
ち
出
し
た
者
は
、
他
に
類
例
を
見
な
い
ｃ
こ
こ
で
初
め
て
、
堀
辰
雄
の
コ
ク
ト
オ
観
の
独
自
性
が
際
立
っ
て
く
る
。
五
　
堀
辰
雄
の
コ
ク
ト
オ
観
わ
が
国
に
お
け
る
コ
ク
ト
オ
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
堀
口
大
學
の
果
た
し
た
役
割
は
醜
か
り
知
れ
な
い
。
ま
た
学
術
方
面
に
お
い
て
は
、
佐
藤
朔
の
功
績
が
大
き
い
。
特
に
、
コ
ク
ト
オ
は
伝
統
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
新
鮮
な
詩
が
書
け
る
、
と
す
る
堀
口
大
學
の
理
解
は
、
堀
辰
雄
の
見
解
と
近
い
。
し
か
し
大
學
の
場
合
、
コ
ク
ト
オ
に
対
す
る
評
価
は
、
詩
人
と
し
て
の
側
面
に
対
す
る
も
の
が
大
き
い
。
「才
人
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
（昭
三
　
十
『文
章
倶
楽
部
し
に
て
、
大
學
は
コ
ク
ト
オ
の
多
才
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
領
は
「彼
が
詩
人
で
あ
る
こ
と
に
在
る
」
と
断
言
す
る
。
堀
も
ま
た
、
コ
ク
ト
オ
の
詩
を
愛
し
て
や
ま
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
出
発
期
に
あ
っ
た
作
家
ら
し
く
、
コ
ク
ト
オ
の
小
説
に
よ
り
多
く
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
ｏ
詩
人
と
し
て
の
コ
ク
ト
オ
と
作
家
と
し
て
の
コ
ク
ト
オ
、
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
と
い
う
点
に
、
大
學
と
堀
の
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
深
い
教
養
を
持
つ
大
學
や
佐
藤
と
異
な
り
、
堀
は
仏
文
専
攻
で
す
ら
な
く
、
国
文
科
の
所
属
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
堀
は
コ
ク
ト
オ
の
原
書
を
独
学
な
が
ら
数
多
く
読
破
し
、
自
身
の
作
品
に
ま
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
初
期
の
作
品
こ
そ
コ
ク
ト
オ
作
品
の
美
し
さ
、
華
や
か
さ
の
影
響
が
強
い
が
、
「
オ
ペ
ラ
」
の
衝
撃
を
経
、
さ
ら
に
は
「
ク
ラ
シ
シ
ス
ム
」
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
、
斬
新
さ
と
伝
統
性
の
共
存
し
た
作
品
を
書
く
文
学
者
と
し
て
コ
ク
ト
オ
を
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
書
か
れ
る
作
品
も
ま
た
、
コ
ク
ト
オ
の
「
モ
ダ
ア
ニ
ス
ム
」
の
影
響
は
次
第
に
影
を
潜
め
て
い
く
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
昭
和
四
年
十
月
発
表
の
「
眠
れ
る
人
」
亀
文
学
』。
初
出
で
は
「眠
つ
て
ゐ
る
男
し
は
、
「
不
器
用
な
天
使
」
（昭
四
上
こ
と
同
じ
く
三
角
関
係
を
扱
う
．
だ
が
、
恋
の
ラ
イ
バ
ル
は
自
殺
、
主
人
公
が
ヒ
ロ
イ
ン
に
魅
か
れ
て
い
た
理
由
は
彼
女
に
潜
む
「
死
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
「
不
器
用
な
天
使
」
に
比
べ
暗
い
陰
り
を
帯
び
て
い
る
ｃ
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
、
堀
が
「
オ
ペ
ラ
」
に
見
出
し
た
不
気
味
な
死
の
観
念
が
反
映
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
コ
ク
ト
オ
作
品
の
読
解
と
自
身
の
創
作
を
繰
り
返
す
こ
と
に
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よ
っ
て
、
斬
新
さ
と
伝
統
性
の
共
存
し
た
全
く
新
し
い
作
品
の
書
き
手
と
い
う
、
独
自
の
コ
ク
ト
オ
観
を
堀
は
確
立
す
る
。
こ
の
点
で
、
や
は
リ
コ
ク
ト
オ
を
原
書
で
愛
読
し
、
作
品
の
華
や
か
さ
に
魅
か
れ
つ
つ
も
、
伝
統
に
連
な
る
作
家
と
い
う
コ
ク
ト
オ
観
に
落
ち
着
い
た
今
日
出
海
と
は
異
な
る
。
自
ら
も
小
説
の
創
作
を
試
み
る
こ
と
で
、
独
自
の
コ
ク
ト
オ
観
を
持
つ
に
至
っ
た
堀
辰
雄
は
、
同
時
代
の
コ
ク
ト
オ
読
者
の
中
で
も
特
異
な
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
つヽ
。
こ
う
し
た
コ
ク
ト
オ
観
に
到
達
し
つ
つ
も
、
堀
自
身
は
「小
説
を
書
く
以
上
は
、
か
ヽ
る
伝
続
的
な
法
則
に
従
ふ
よ
り
他
は
な
い
」
（前
出
「小
説
の
危
機
し
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
「
聖
家
族
」
（昭
五
　
十
一
『改
造
）
は
フ
ラ
ン
ス
伝
統
文
学
の
流
れ
を
汲
む
ラ
ジ
ゲ
の
影
響
が
強
い
と
さ
れ
る
が
、
発
表
当
時
、
谷
川
徹
三
が
「聖
家
族
」
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
ｃ
で
」
れ
は
あ
ら
ゆ
る
古
さ
を
も
ち
な
が
ら
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
単
に
新
し
い
も
の
よ
り
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
（中
略
）
こ
ゝ
に
は
ラ
テ
ン
風
の
彫
た
く
と
正
し
い
格
と
に
よ
つ
て
古
典
的
な
品
位
を
感
じ
さ
せ
る
文
章
が
あ
る
。
し
か
し
神
経
の
弱
々
し
い
せ
ん
動
は
そ
の
文
章
の
線
に
お
よ
そ
古
典
的
で
な
い
陰
を
与
へ
て
ゐ
る
」
「
文
藝
時
評
に
」
昭
五
　
十
一　
十
『東
京
朝
日
新
聞
し
。
作
品
に
共
存
す
る
新
し
さ
と
伝
統
性
は
、
こ
の
時
点
で
既
に
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
後
に
横
光
利
一
が
、
「聖
家
族
は
内
部
が
外
部
と
同
様
に
恰
も
肉
眼
で
見
得
ら
れ
る
対
象
で
あ
る
か
の
如
く
明
瞭
に
わ
た
く
し
達
に
現
実
の
内
部
を
示
し
て
く
れ
た
最
初
の
新
し
い
作
品
の
一
つ
で
あ
る
」
「
序
」
「聖
家
族
』
昭
七
　
二
、
江
川
書
房
）
と
、
作
品
の
決
定
的
な
新
し
さ
を
強
調
し
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
。
大
正
末
～
昭
和
初
期
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
コ
ク
ト
オ
受
容
期
で
あ
り
、
詩
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
コ
ク
ト
オ
は
、
や
が
で
小
説
家
へ
と
一
般
的
な
認
識
が
変
化
し
た
。
こ
の
時
期
、
作
家
と
し
て
の
自
己
形
成
期
に
あ
っ
た
堀
辰
雄
は
、
コ
ク
ト
オ
の
熱
心
な
読
者
で
あ
り
、
翻
訳
や
紹
介
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
た
。
同
時
代
の
読
者
た
ち
と
同
様
、
そ
の
コ
ク
ト
オ
観
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
た
が
、
最
終
的
に
は
堀
独
自
の
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
創
作
者
と
い
う
堀
独
自
の
条
件
が
働
い
て
お
り
、
そ
の
コ
ク
ト
オ
観
は
作
品
に
も
間
違
い
な
く
反
映
し
て
い
っ
た
。
注
（１
）
堀
作
品
に
お
け
る
コ
ク
ト
オ
作
品
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「堀
辰
雄
『眠
り
な
が
ら
』
と
ジ
ャ
ン
　
コ
ク
ト
オ
」
（平
十
九
　
五
『日
本
近
代
文
学
』
第
七
十
六
集
）
、
コ
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
と
コ
ク
ト
オ
『グ
ラ
ン
　
テ
カ
ア
ル
Ｌ
（平
十
九
　
十
『国
語
と
国
文
学
し
、
「堀
辰
雄
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』
と
コ
ク
ト
オ
『職
業
の
秘
密
Ｌ
（平
二
十
一　
三
『比
較
文
学
年
誌
し
に
て
具
体
的
に
分
析
し
た
。
（２
）
「ジ
ャ
ン
　
コ
ク
ト
オ
の
死
」
（昭
三
十
八
　
十
二
『文
学
界
し
。
な
お
、
文
献
の
引
用
は
す
べ
て
初
出
に
よ
る
。
た
だ
し
、
正
字
は
適
宜
略
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
（３
）
「自
伝
」
鳥
現
代
日
本
詩
人
全
集
』
Ｈ
　
昭
二
十
八
　
十
一
、
創
元
社
）
。
（４
）
「
「雪
明
り
の
路
』
に
つ
い
て
」
こ
雪
明
り
の
路
』
昭
二
十
七
三
二
、
木
馬
社
）。
（５
）
「ジ
ャ
ン
　
コ
ク
ト
ー
と
い
う
詩
人
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
の
「月
下
の
一
群
』
の
中
で
、
堀
口
大
學
氏
の
洒
脱
な
訳
し
ぶ
り
に
感
心
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
速
原
書
の
『詩
集
』
■
九
二
四
年
）
を
取
り
寄
せ
た
が
、
そ
れ
は
大
正
十
五
年
で
は
な
か
っ
た
か
。
」
（「
コ
ク
ト
ー
と
私
」
『破
壊
と
創
造
』
昭
五
十
三
　
四
、
昭
和
出
版
）
（６
）
昭
和
六
年
二
月
九
日
附
、
福
田
清
人
宛
書
簡
に
言
及
が
あ
る
。
（７
）
注
（１
）
の
拙
稿
「堀
辰
雄
『眠
り
な
が
ら
』
と
ジ
ャ
ン
　
コ
ク
ト
オ
」
参
照
。
（８
）
上
田
詩
で
は
「”
常
営
ｏ
８
け８
Ｌ
、
北
同
詩
で
は
「＞
器
営
ｏ
８
計８
庄
の
献
辞
が
あ
る
。
〔25〕
（９
）
今
「文
藝
時
評
」
（昭
五
　
九
『作
品
し
に
、
堀
と
ス
ウ
ボ
オ
の
類
似
性
の
指
摘
が
あ
る
。
（１０
）
コ
ク
ト
オ
は
「職
業
の
秘
密
」
に
て
、
文
学
作
品
の
役
割
は
、
「毎
日
彼
〔読
者
〕
の
心
と
眼
と
が
触
れ
て
ゐ
る
も
の
を
、
彼
が
そ
れ
を
は
じ
め
て
見
、
そ
し
て
感
動
す
る
の
で
あ
る
か
の
や
う
に
彼
に
思
は
せ
る
所
の
、
角
度
と
速
度
と
を
以
て
、
彼
に
示
す
事
」
に
あ
る
（堀
『
コ
ク
ト
オ
抄
し
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
見
慣
れ
た
対
象
が
本
来
備
え
て
い
る
魅
力
を
捉
え
、
表
現
す
る
こ
と
を
尊
ぶ
あ
り
方
を
、
本
稿
で
は
コ
ク
ト
オ
作
品
に
流
れ
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
伝
統
的
精
神
と
考
え
て
い
る
。
（１１
）
澁
澤
龍
彦
「堀
辰
雄
と
コ
ク
ト
ー
」
（昭
五
十
二
　
七
『国
文
学
）
に
、
既
に
指
摘
が
あ
る
。
（‐２
）
コ
ク
ト
オ
「職
業
の
秘
密
」
に
は
、
「
園
藝
家
は
自
分
の
薔
薇
を
香
は
せ
よ
う
と
は
し
な
い
。
彼
は
、
そ
れ
ら
の
頬
や
吐
息
が
完
全
な
も
の
に
な
る
養
生
を
、
そ
れ
ら
に
実
行
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
」
（堀
『
コ
ク
ト
オ
抄
し
、
と
の
一
節
が
あ
る
。
曰
藝
家
と
は
詩
人
の
比
喩
で
、
対
象
の
本
質
を
確
実
に
捉
え
、
奇
抜
な
形
容
語
句
を
用
い
ず
、
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
意
味
す
る
。
ラ
ジ
ゲ
は
、
コ
ク
ト
オ
が
ま
さ
に
そ
う
し
た
優
れ
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
薔
薇
の
比
喩
を
用
い
て
い
る
。
（‐３
）
た
だ
し
ヽ
佐
藤
は
わ
が
国
初
の
超
現
実
派
に
よ
る
詩
集
『散
郁
タ
ル
火
夫
ヨ
』
（昭
二
　
十
二
、
大
岡
山
書
店
）
に
、
詩
「い
の
Ｃ
〓
円
∽
∪
Ｃ
ｏ
日
こ
を
発
表
し
た
と
い
う
意
外
な
事
実
が
あ
る
。
新
干」
紹
介
逸
見
久
美
著
『評
伝
与
謝
野
寛
晶
子
』
筆
者
は
与
謝
野
寛
、
晶
子
に
関
す
る
全
集
の
編
纂
や
歌
集
の
全
評
釈
を
多
数
執
筆
し
て
お
り
、
本
著
で
も
そ
の
成
果
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
ｃ
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
各
時
代
を
個
別
に
取
り
上
げ
る
こ
の
三
冊
は
、
寛
と
晶
子
が
初
対
面
を
遂
げ
た
明
治
三
三
年
か
ら
晶
子
が
没
す
る
昭
和
十
七
年
に
至
る
二
人
の
足
跡
を
実
証
的
な
観
点
か
ら
描
き
出
す
。
ま
た
、
各
年
の
歌
壇
の
状
況
に
も
日
配
り
が
行
き
届
い
て
お
り
、
与
謝
野
夫
婦
の
評
伝
と
と
も
に
三
時
代
に
亘
る
短
歌
史
の
流
れ
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
篇
で
は
寛
と
晶
子
の
生
い
立
ち
か
ら
筆
が
起
こ
さ
れ
、
各
著
作
の
体
裁
と
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
な
が
ら
初
期
作
品
の
傾
向
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。
大
正
篇
以
降
は
旅
に
関
す
る
節
が
設
け
ら
れ
、
旅
行
好
き
だ
っ
た
二
人
の
姿
が
豊
富
な
書
簡
資
料
と
と
も
に
浮
か
び
上
が
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
篇
最
終
章
で
は
夫
婦
の
生
涯
が
総
括
さ
れ
て
お
り
、
同
巻
末
部
の
索
引
と
と
も
に
こ
の
大
著
を
効
率
的
に
活
用
で
き
る
構
成
に
も
な
っ
て
い
る
。
『新
版
　
評
伝
与
謝
野
寛
晶
子
　
明
治
篇
』
↑
一
〇
〇
七
年
八
月
　
八
本
書
店
　
Ａ
５
判
　
七
五
〇
頁
　
税
込
一
二
六
〇
〇
円
）
『新
版
　
評
伝
与
謝
野
寛
晶
子
　
大
正
篇
』
０
一
〇
〇
九
年
八
月
　
八
木
書
店
　
Ａ
５
判
　
四
九
三
頁
　
税
込
一
二
六
〇
〇
円
）
『新
版
　
評
伝
与
謝
野
寛
晶
子
　
昭
和
篇
』
含
一
〇
一
二
年
八
月
　
八
本
書
店
　
Ａ
５
判
　
工全
一〇
頁
　
税
込
一
二
六
〇
〇
円
）
　
　
〔田
部
知
季
〕
〔 26 〕
